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母
校
の
状
況

　

完
全
週
五
日
制
に
伴
い
平
成
十
四
年
四
月
に
導

入
さ
れ
た
土
曜
補
講
に
始
ま
り
、
学
力
向
上
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
、
Ｓ
ク
ラ
ス
の
編

制
な
ど
、
本
校
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
方
策
が
実
を
結
び
つ
つ

あ
る
。
そ
こ
で
、
進
路
的
な
側
面
か
ら
最
近
の
本

校
の
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
の
Ｓ
ク
ラ
ス
発
足
当
初
か
ら
今
年

の
卒
業
ま
で
す
べ
て
が
順
調
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、先
の
見
通
し
が
暗
い
時
期
も
あ
っ
た
。た
だ
、

ど
ん
な
時
に
も
「
明
る
い
未
来
が
き
っ
と
来
る
」

こ
と
を
信
じ
て
、
関
係
者
の
努
力
は
続
け
ら
れ
た
。

結
果
的
に
は
、
昨
年
を
上
回
る
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
た
。特
に
、医
学
部
を
含
め
た
難
関
大
（
旧

帝
大
）
の
合
格
数
が
四
十
八
、
国
公
立
大
合
格
数

が
百
七
十
四
と
昨
年
の
最
高
値
を
更
新
し
た
。
好

結
果
に
結
び
つ
い
た
第
一
の
要
因
は
、「
受
験
は
団

体
戦
」
と
い
う
意
識
が
貫
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の
難
関
大
合
格
数
も
二
十
四
と
い

う
高
い
数
値
を
記
録
し
、
ど
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
も

最
後
ま
で
頑
張
り
抜
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

第
二
に
、
受
験
科
目
を
安
易
に
減
ら
さ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
五
教
科
七
科
目
を
勉
強
す
る
の
は
、

や
る
気
が
あ
る
人
ほ
ど
大
変
で
あ
る
。
し
か
も
今

年
か
ら
は
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
ま
で
課
さ
れ
、

全
国
的
に
は
、
夏
休
み
明
け
に
受
験
科
目
を
減
ら

す
人
が
急
増
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
目
標
を
落

と
す
こ
と
な
く
努
力
を
続
け
た
こ
と
が
好
結
果
を

生
ん
だ
の
だ
と
思
う
。『
週
間
朝
日
』
に
進
学
率
全

国
第
一
位
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
決
し
て

偶
然
の
産
物
で
は
な
い
。
第
三
は
、
補
講
の
出
席

率
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
次
対
策
、

小
論
文
指
導
な
ど
二
月
に
入
っ
て
か
ら
も
熱
心
に

先
生
方
に
食
ら
い
つ
い
て
い
た
人
が
多
く
、
粘
り

強
い
学
習
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、「
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
」
を
来
年
に

控
え
、
知
識
と
経
験
の
引
継
ぎ
が
我
が
国
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
少
子
化
に
伴
っ
て

大
学
・
短
大
の
志
願
者
数
が
入
学
者
数
と
一
致
す

る
「
大
学
全
入
時
代
」
も
当
初
の
予
測
よ
り
二
年

早
ま
り
来
年
に
は
突
入
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

先
行
き
不
透
明
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
校

が
担
う
役
割
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
大
学
へ
の

合
格
を
目
指
す
延
長
線
上
に
は
、
将
来
に
対
す
る

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
は
通
過

点
で
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
大
学

で
培
っ
た
学
問
を
生
か
し
て
、
基
礎
研
究
に
身
を

捧
げ
た
り
、
次
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育
て
た
り
、

地
域
の
活
性
化
に
尽
く
し
た
り
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
。

本
校
の
生
徒
は
、
学
校
行
事
や
部
活
動
に
全
力
投

入
し
た
経
験
が
豊
富
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将

来
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤
を
持
ち
、
社
会
に
対
し

て
も
多
大
な
貢
献
が
で
き
る
人
間
に
成
長
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
と
と

も
に
、
同
窓
会
の
皆
様
に
も
今
ま
で
同
様
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
の
進
路
状
況

 
進
路
課
長
　
土
井
　
正
純

　

六
月
某
日
。
今
日
は
午
後
か
ら
雨
。
放
課
後
の

校
舎
は
運
動
部
の
活
動
場
所
と
な
る
。
一
棟
と
二

棟
の
間
の
通
路
に
は
陸
上
部
、一
棟
東
階
段
は
サ
ッ

カ
ー
部
。
階
段
の
上
下
で
汗
が
飛
び
散
る
。
男
女

テ
ニ
ス
部
も
走
っ
て
い
る
。
各
教
室
に
は
野
球
部
。

練
習
後
、
机
を
直
す
の
も
手
慣
れ
た
も
の
だ
。
旧

体
育
館
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
。
軽
快
な
動
き
が

見
え
る
。
図
書
館
前
で
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が

ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
。
今
日
も
よ
く
声
が
出
て
い

る
の
は
新
体
の
男
女
バ
レ
ー
部
。
男
女
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
員
の
動
き
は
意
外
と
激
し
い
。
プ
ー
ル
か

ら
水
泳
部
（
水
球
部
）
の
声
が
響
く
。
今
年
は
新

入
部
員
が
大
勢
入
り
、
ま
す
ま
す
練
習
に
力
が
入

る
。
天
気
の
よ
い
日
は
、
図
書
館
前
の
中
庭
に
山

岳
部
の
テ
ン
ト
が
広
が
る
。
格
技
場
の
柔
道
部
は

入
部
多
数
、
剣
道
部
は
部
員
不
足
に
耐
え
そ
れ
ぞ

れ
頑
張
っ
て
い
る
。
弓
道
部
も
弓
道
場
で
日
々
練

習
だ
。

　

千
南
原
会
館
の
音
楽
部
。
朝
か
ら
自
主
練
の
音

が
聞
こ
え
る
。
茶
華
道
部
は
お
手
前
の
練
習
だ
。

英
語
部
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
グ
レ
イ
ス
先
生
と
一
緒
に

ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
い
る
。
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
制

作
、
行
事
で
の
放
送
と
大
活
躍
の
放
送
部
。
校
内

外
の
喧
噪
を
よ
そ
に
、
黙
々
と
学
校
新
聞
の
割
付

を
す
る
新
聞
部
と
同
じ
部
室
で
部
誌
制
作
に
余
念

が
な
い
文
芸
部
。
部
室
で
練
習
す
る
ギ
タ
ー
部
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
写
真
部
は
そ
れ
ぞ
れ
今
年
部
員
が
入
り
、

廃
部
の
危
機
を
乗
り
切
っ
た
。
詰
め
碁
や
詰
め
将

棋
の
勉
強
を
す
る
棋
道
部
。
美
術
部
の
巨
大
絵
画

は
文
化
祭
で
注
目
を
集
め
た
。
毎
週
、
古
文
書
を

読
み
解
く
歴
史
部
。
地
学
部
は
天
文
観
測
に
加
え

研
究
を
始
め
た
。
黙
々
と
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
電

子
部
は
、
文
化
祭
の
ロ
ボ
ッ
ト
展
示
も
好
評
だ
っ

た
。
た
っ
た
ひ
と
り
の
生
物
部
員
も
地
道
に
活
動

し
て
い
る
。
旧
体
育
館
の
舞
台
で
は
、
喧
々
囂
々

よ
り
よ
い
舞
台
に
し
よ
う
と
演
劇
部
が
遅
く
ま
で

粘
っ
て
い
る
。

　

文
武
両
道
を
日
々
実
践
し
て
い
る
後
輩
達
。
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

部
活
の
あ
る
風
景

　

三
年
連
続
県
優
勝
の
山
岳
部
は
、
惜
し
く
も
県

準
優
勝
。
卓
球
男
子
団
体
は
県
３
位
と
健
闘
。
こ

の
他
三
段
跳
び
本
多
君
、
テ
ニ
ス
の
福
住
さ
ん
が

東
海
大
会
に
出
場
。
山
岳
部
は
東
海
大
会
で
準
優

勝
と
健
闘
し
た
。
水
球
は
昨
年
に
続
き
今
年
も
準

優
勝
と
な
り
、
東
海
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
。

平
成
十
八
年
度
県
大
会
出
場
の
部

◎
山
岳
部
◎
水
泳

部
◎
卓
球
部
◎
陸

上
部
◎
サ
ッ
カ
ー

部
◎
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
◎
男
子

バ
レ
ー
◎
女
子
バ

レ
ー
◎
男
子
テ
ニ

ス
◎
女
子
テ
ニ
ス

◎
柔
道
◎
弓
道
◎

放
送
部
◎
棋
道
部

山
岳
部
東
海
大
会
準
優
勝

　

新
体
育
館
で
の
「
夢
祭
」
の
表
彰
式
に
向
か
う

途
中
、
旧
体
育
館
を
覗
い
て
み
た
。
す
で
に
人
の

姿
は
な
く
、
消
し
忘
れ
た
天
井
の
照
明
に
、
深
緑

の
シ
ー
ト
の
上
に
並
ん
だ
パ
イ
プ
椅
子
だ
け
が
銀

色
に
光
っ
て
い
た
。
数
時
間
前
に
こ
こ
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
熱
狂
が
、
ま
さ
し
く
「
夢
」
と
映
る
。

　

結
果
発
表
。
第
三
位
、
第
二
位
、
そ
し
て
第
一
位
。

そ
の
た
び
に
起
こ
る
悲
鳴
に
も
似
た
歓
声
や
嘆
息

が
、
二
十
分
の
創
作
劇
に
賭
け
た
三
年
生
た
ち
の

思
い
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

こ
の
「
夢
の
祭
典
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和

四
十
六
年
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
映
画
の
上
映
会

が
、
各
ク
ラ
ス
（
三
年
生
だ
け
で
は
な
い
）
及
び

有
志
に
よ
る
「
か
く
し
芸
大
会
」
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
た
の
だ
。
当
時
二
年
生
だ
っ
た
私
は
、
い
わ

ば
歴
史
の
転
換
点
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
当
初
は
、
に
わ
か
に
割
り
当
て
ら
れ
た

時
間
を
ど
う
消
化
す
る
か
、
皆
苦
慮
し
て
い
た
よ

う
だ
。
む
り
や
り
代
表
に
さ
れ
た
生
徒
の
独
唱
な

ど
と
い
う
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ

の
千
南
祭
は
、
秋
に
、
文
化
祭
と
体
育
大
会
と
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
三
日
間
連
続
の
行
事
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
た
め
、
体
育
祭
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

制
作
と
「
夢
の
祭
典
」
と
に
、
ス
タ
ッ
フ
は
二
分

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

今
年
見
た
三
十
六
回
目
の
「
夢
祭
」
は
、
予
想

以
上
の
も
の
へ
と
進
化
し
て
い
た
。「
か
く
し
芸
」

は
三
年
生
の
創
作
劇
へ
と
絞
ら
れ
、
ク
ラ
ス
が
一

つ
に
な
っ
て
完
成
度
を
競
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
た
。
幕
間
に
パ
ロ
デ
ィ
Ｃ
Ｍ
を
映
し
出

す
の
が
近
年
の
流
れ
だ
そ
う
だ
が
、
今
年
は
映
像

の
使
い
方
に
も
磨
き
が
か
か
り
、
舞
台
場
面
ま
で

の
あ
ら
す
じ
や
エ
ピ
ロ
ー
グ
な
ど
を
映
画
の
よ
う

に
編
集
し
て
見
せ
て
い
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
蓮
華
寺
池
公
園
で
の
練

習
を
夜
八
時
ま
で
認
め
て
教
員
が
交
替
で
見
守
り
、

Ｃ
Ｍ
に
は
校
長
ま
で
も
登
場
し
て
コ
ミ
カ
ル
な
演

技
を
披
露
す
る
ほ
ど
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
五
月
に

入
り
、
職
員
室
で
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
た
「
ゆ

め
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
何
や
ら
憧
れ
め
い

た
情
熱
の
響
き
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
「
徳
と
は
ね
、
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
の
こ

と
で
す
よ
」
と
は
中
島
敦
の
小
説
に
出
て
く
る
言

葉
だ
が
、
生
徒
た
ち
か
ら
も
、
ま
た
そ
れ
を
支
え

る
教
職
員
か
ら
も
、
同
じ
く
そ
う
し
た
「
徳
」
が

感
じ
ら
れ
た
。
今
日
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、

こ
の
「
徳
」
は
貴
重
だ
。

　
「
夢
祭
」
三
十
六
年

の
歴
史
の
中
で
、
生

徒
と
教
職
員
が
一
緒

に
な
っ
て
行
事
を
楽

し
む
と
い
う
「
学
校

文
化
」
を
は
ぐ
く
ん

で
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
、
同
窓
の
一
人
と

し
て
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
う
。

〜
三
十
六
回
目
の
「
夢
祭
」
〜

教
頭
　

奥
山
　
和
弘
（
46
回
）

　

私
は
、
昭
和
34
年
卒
で
す
。
慶
応
大
学
に
進
み
、

都
市
社
会
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
大

き
な
ご
縁
で
知
り
合
っ
た
他
大
学
出
身
の
方
々
と
、

総
合
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
設
立
し
、
企
業
や
自
治

体
か
ら
受
託
し
た
情
報
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
設
計
、

商
品
デ
ザ
イ
ン
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
等
の
仕

事
を
40
年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京
を
拠
点
に

し
た
こ
れ
ら
の
活
動
（
仕
事
）
は
変
化
に
富
み
、

挑
戦
的
な
性
格
も
あ
り
、
面
白
い
も
の
で
し
た
が
、

自
分
自
身
の
ラ
ス
ト
ワ
ー
ク
（
老
後
の
暮
ら
し
）
は
、

故
郷
に
帰
っ
て
ふ
る
さ
と
の
地
域
活
性
化
、
ま
ち

づ
く
り
に
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
活
か
し
て
役
に

立
っ
て
み
た
い
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
思
い
の
芽
生
え
は
、
50
才
頃
か
ら
で

し
た
。

　

そ
こ
で
、
61
才
を
迎
え
た
４
年
前
に
単
身
、
藤

枝
に
帰
り
、
と
く
に
お
茶
の
流
通
・
生
産
に
係
わ

る
方
々
に
ご
提
案
し
、〝
お
茶
と
ま
ち
づ
く
り
〟
を

目
的
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
県
庁
に
申

請
し
、
設
立
し
ま
し
た
。
役
員
15
人
の
う
ち
６
人

の
方
が
東
高
Ｏ
Ｂ
で
す
。

　

今
年
の
４
月
で
丸
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
活
動

テ
ー
マ
も
、
山
の
お
茶
づ
く
り
応
援
、
歴
史
的
市

街
地
の
再
生
、
大
井
川
流
域
の
交
流
人
口
づ
く
り
、

と
い
う
３
大
目
的
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
行
政
や
産
業
団

体
や
市
民
各
層
と
の
連
携
も
生
ま
れ
、
活
動
も
具

体
化
し
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、
日

常
の
事
務
局
業
務
も
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
継
続
と
発
展
を
考
え

て
東
高
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
人
材
探
し
を
や
ろ
う
と
思
い

立
ち
ま
し
た
。

　

企
業
を
リ
タ
イ
ヤ
し
、ふ
る
さ
と
（
志
太
・
榛
原
）

に
帰
っ
た
方
、
帰
ろ
う
と
考
え
て
い
る
方
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
に
興
味
を
持
つ
方
に
、
ど
な
た
か
事
務
局

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
い
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
︱
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
私
ど
も
の
活
動
の
様
子

を
伝
え
る
Ｈ
Ｐ
を
覗
い
て
み
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
お
会
い
し
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
ご
案
内
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
藤
枝
・
お
茶
事
の
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://ochajiexblog.jp

Ｅ
メ
ー
ル
／ochaji@

ai.tnc.ne.jp

〒
426
︱
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サ
ッ
カ
ー
名
門
校
、
志
太
中
︱
藤
枝
東
高
は
、

大
正
十
三
年
の
創
立
時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
「
校
技
」

と
定
め
た
輝
か
し
い
伝
統
を
持
つ
。
こ
れ
は
初
代

校
長
、
錦
織
兵
三
郎
氏
の
「
体
育
振
興
、
精
神
作

興
の
両
面
に
最
適
」
と
の
強
い
信
念
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。
同
十
五
年
四
月
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
誕
生

し
た
後
の
「
初
出
場
で
全
国
制
覇
」「
各
大
会
で
優

勝
に
次
ぐ
優
勝
」「
戦
時
下
も
サ
ッ
カ
ー
の
灯
は
消

さ
ず
」
と
い
う
目
覚
し
い
実
績
は
卒
業
生
た
ち
が

知
る
通
り
だ
。

　

静
岡
新
聞
社
が
こ
の
ほ
ど
出
版
し
た
静
新
新
書

『
サ
ッ
カ
ー
静
岡
事
始
め
』
が
、
そ
う
し
た
志
太
中

サ
ッ
カ
ー
の
草
創
期
か
ら
第
二
次
大
戦
直
後
ま
で

の
軌
跡
、
特
に
大
き
な
試
合
の
出
場
メ
ン
バ
ー

や
ス
コ
ア
な
ど
の

記
録
を
含
め
た
活

躍
ぶ
り
を
詳
し
く

紹
介
し
て
い
る
。

昭
和
十
一
年
の
ベ

ル
リ
ン
五
輪
に
志

太
中
か
ら
は
松
永
行
、
笹
野
積
次
氏
と
い
う
Ｏ
Ｂ

二
人
の
名
選
手
を
送
り
出
し
た
が
、
こ
の
五
輪
の

試
合
に
も
一
章
さ
い
て
い
て
、様
子
が
よ
く
分
か
る
。

　

本
書
は
志
太
中
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
サ
ッ

カ
ー
名
門
校
の
歩
み
を
描
い
た
読
物
。
定
価
税
込

８
３
０
円
。
全
国
の
書
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
書

店
で
扱
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
静
岡
新
聞
社

出
版
局　
　
　　
０
５
４
（
２
８
４
）
１
６
６
６
へ
。

　

我
々
13
回
生
は
昭
和
11
年
に
入
学
。
担
任
は
Ａ

組
が
入
江
、
尾
崎
、
山
崎
先
生
、
Ｂ
組
は
天
野
先

生
で
し
た
。

　

一
年
生
の
夏
、
浜
松
高
工
近
県
蹴
球
大
会
で
見

事
に
優
勝
し
、
藤
枝
の
町
を
提
灯
行
列
で
祝
っ
た
。

又
ベ
ル
リ
ン
五
輪
も
開
催
さ
れ
、
笹
野
積
次
、
松

永
行
両
先
輩
が
サ
ッ
カ
ー
で
活
躍
し
、
後
に
母
校

講
堂
で
報
告
講
演
会
が
行
わ
れ
、
感
銘
を
受
け
た
。

　

在
校
中
は
日
中
戦
争
が
泥
沼
化
し
、
学
園
は
軍

事
色
濃
く
な
り
、
勤
労
奉
仕
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

瀬
戸
川
河
川
敷
（
現
志
太
河
川
敷
公
園
）
の
開
墾

に
も
出
か
け
た
。

　

昭
和
16
年
１０７
名
が
卒
業
。
そ
の
年
12
月
に
大
戦

に
突
入
し
、
後
、
殆
ど
の
友
が
、
職
場
か
ら
、
進

学
し
た
学
舎
か
ら
陸
海
軍
に
入
隊
、
戦
地
に
赴
い

た
り
本
土
防
衛
に
務
め
た
り
し
た
。
身
を
挺
し
て

戦
火
に
散
っ
た
者
、
餓
え
と
病
に
斃
れ
た
友
、等
々

20
名
を
失
っ
た
終
戦
と
な
っ
た
。

　

戦
後
数
年
し
て
同
期
の
会
「
誠
至
会
」
が
発
足
、

後
に「
ま
こ
と
会
」と
改
称
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
来
、
必
ず
毎
年
同
期
会
を
開
き
、
そ
の
間
の

節
め
の
年
に
は
特
別
な
事
業
を
企
画
し
、
準
備
委

員
会
を
設
け
て
、
遠
隔
地
の
会
員
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
、
恩
師
に
も
出
席
を
お
願
い
し
て
、
盛
大

に
開
催
し
て
来
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

第
１
回
物
故
者
慰
霊
祭
（
昭
35
）
藤
枝
市
最
林
寺

20
周
年
記
念
会
（
昭
36
）
母
校
会
議
室　

記
念
植

樹
　（
現
校
庭
北
東
隅
く
す
の
木
健
在
）

30
周
年
記
念
会
（
昭
46
）
藤
枝
市
営
グ
ラ
ン
ド
に

て
藤
枝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
サ
ッ
カ
ー
試
合

第
２
回
慰
霊
祭
（
昭
50
）
最
林
寺
に
慰
霊
碑
を
安
置

40
周
年
記
念
会
（
昭
56
）
写
真
集
「
め
ぐ
り
あ
い
」

（
Ａ
４
判
62
頁
）
発
刊　

奇
跡
的
に
全
員
参
加

50
周
年
記
念
会（
平
３
）ビ
デ
オ
テ
ー
プ「
き
づ
な
」

制
作

第
３
回
慰
霊
の
つ
ど
い
（
平
９
）
最
林
寺

60
周
年
記
念
会
（
平
13
）
同
窓
会
会
館　

校
庭
の

記
念
樹
の
傍
に
記
念
碑
建
立
、母
校
振
興
の
寄
金

　

現
在
も
、
毎
年
一
回
の
会
は
欠
か
さ
ず
開
催
し

て
旧
交
を
温
め
て
い
る
が
、
齢
80
を
越
し
て
、
さ

す
が
に
逝
去
さ
れ
る
会
員
も
多
く
、
本
年
４
月
現

在
、
会
員
数
は
40
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

会
発
足
以
来
、
会
長
を
置
か
ず
、
す
べ
て
の
会

は
地
元
の
委
員
数
名
が
中
心
と
な
り
、
準
備
会
を

重
ね
て
運
営
し
て
い
る
。

　

本
年
も
秋
に
ま
こ
と
会
を
、
藤
枝
市
で
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

「
ま
こ
と
会
は
毎
年
一
回
」

「
サ
ッ
カ
ー
静
岡
事
始
め
」

Ｏ
Ｂ
通
信

推
薦
図
書

支
部
総
会
・
同
期
会
・
同
窓
会
の
開
催
案
内

ど
な
た
か
…
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

事
務
局
長
を
や
り
ま
せ
ん
か
。

堀
田
　
一
牛
（
32
回
）

　

各
支
部
の
総
会
及
び
同
期
会
・
同
級
会
の
開
催

が
、
次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
な

か
な
か
会
う
機
会
が
少
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

旧
交
を
温
め
る
機
会
と
し
て
是
非
と
も
、
同
窓
生

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
次
回
発
行
版
で
も
同
様
の
案
内

欄
を
設
定
し
ま
す
の
で
、
開
催
情
報
の
提
供
を
同

窓
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
井
川
支
部
の
総
会
案
内

　
・
開
催
日
時
　
平
成
18
年
８
月
６
日
㈰

　
・
開
催
場
所
　
大
井
川
町
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

　
・
会
　
　
費
　
六
千
円

　
・
問
合
せ
先
　
伊
藤
勇　

０
５
４（
６
２
２
）０
１
５
２

●
第
40
回
生
の
同
期
会
案
内

　
・
開
催
日
時　

平
成
18
年
９
月
24
日
㈰

　
・
開
催
場
所　

小
杉
苑
（
藤
枝
市
）

　
・
会
　
　
費　

七
千
円

　
・
問
合
せ
先　

同
期
会
事
務
局　
　
　
（
各
務
）

　　
　
　
　
　
　
　
　

０
５
４（
６
３
６
）２
７
０
２

●
第
31
回
生
の
同
期
会
案
内

　
・
開
催
日
時　

平
成
18
年
９
月
30
日
㈯
15
時
〜

　
・
開
催
場
所　

藤
枝
エ
ミ
ナ
ー
ス
（
藤
枝
市
）

　
・
会
　
　
費　

一
万
円

　
・
問
合
せ
先　

藤
枝
エ
ミ
ナ
ー
ス
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

０
５
４（
６
４
５
）１
７
１
７

●
浜
松
支
部
藤と

う
と
う
か
い

遠
会
藤
枝
東
高
・
遠
江
地
区
同
窓
会

　
・
開
催
日
時　

平
成
18
年
10
月
10
日
㈫
18
時
〜

　
・
開
催
場
所　

浜
松
名
鉄
ホ
テ
ル

　
・
会
　
　
費　

七
千
円

　
・
問
合
せ
先　

大
塚
義
郎　
　
（
西
遠
製
菓
㈱
）

　
　
　
　
　
　
　
　

０
５
３（
５
４
２
）０
３
０
１


